
教材紹介① 

 

【低学年：助詞プリント】 

○宿題として取り組ませる。 

○日記の中で間違えていた助詞や、その日あった出来事などを文にして助詞を書かせて取り組ませる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○児童の実態や課題に応じて、できるだけ毎日取り組ませたり週に 1回程度のペースで取り組ませたりした。 

○短期間ではなく、長期間で取り組む。また、丸つけを家庭でしてもらい、その場で助詞の間違いを直して正し

い文章で読む練習までが、助詞プリントの学習内容。 

○児童の実態によるが、中にはこのプリントを繰り返すことで何となく助詞の使い方が感覚として理解できてく

る児童もいた。苦手な児童には同じパターンの助詞を多く含めて取り組ませるなど、作成の仕方は様々である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



教材紹介② 

 

【低学年：おはなしプリント】 

○一日の学習の中で、覚えておかせたい内容（遠足・校外学習・運動会などの行事、生活科で取り組んだ学習等）

に関して適宜作成し、宿題として取り組ませる。 

○教員の話した説明や自分が取り組んだことをどれだけ理解しているか、一つひとつの名前などを正しく覚えら

れているか等を確認する。 

 

 

     （1年）地域の小学校との交流会をした後の、おはなしプリント 

 

○いつ・どこで・だれと・何をしたなどの内容を、児童が書き込むように作成する。 

○事前・事後と、同じような内容でも繰り返し宿題に出すことで、正しくことばを覚えさせる。 

 

○おはなしプリントに慣れていくと、○⇒ひらがな・□⇒漢字・（ ）⇒数字など、ルールを作って記入させ

る。 

（例）うんどう会 

  

  

 

 

 

 

 

 

□月 □日 □曜日に ○○○○□がありました。 

わたしは、□組です。 

はじめに、○○。○をしました。 

 （だれ？       ）と□りました。 

 つぎに、□□○をしました。□組がかちました。 

  
かんそう 

かけっこ 

走 

玉入れ 
赤 



教材紹介③ 

 

【低学年：意味プリント・文作りプリント】 

○国語の学習の中で取り組む。 

○教科学習の中で、児童が知らなかったことばの意味を記入し、意味の理解に繋げる。 

 また、文作りプリントと併せて行うことで、学習したことばを正しく使えるように取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

〈実際に取り組んだ結果〉 

・物語に興味のある児童は、家に帰ってからも本文を読み、「どんな意味だったかな？」と意味プリントを見返し

ていたと保護者から聞くことがありました。 

・学校でも、新しいことばを学習することを楽しみにしている様子が見られ、本文を読むごとに自分の知らない

ことばを探しながら読み進める児童、学んだことばで文作りをしたり、生活の中で取り入れて話してみたりす

る児童もいました。 
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○ことばを丁寧におさえる。 

○ことばの意味を理解し、本文の理解に繋げる。 

 

←（例）2年 スーホの白い馬 本文 

赤い線は、児童が知らないと言ったことば。 

知っていることばの意味を文で説明させるうちに、説明できないこ

とばは、知らないと言うようになった。 

○低学年はまだ辞書の引き方を学習していないため、教員が意味を

教えてプリントに書かせる。 

○家で音読や視写をする際に、どんな意味だったかを確認できるよ

うにする。 

 

 

 

 

 

 

○学んだことばを日常の中で活用し、学習したことばの理解をより

深めるために文作りに取り組んだ。 

○本文の中では理解しにくいことばも、日常生活の中での使い方と

結びつけることで、ことばの意味の理解もしやすくなった。 

 

 


